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● 先の選挙戦に際して、SNS等で拡散さ

れる大量な情報の中で何がリアルで何

がフェイクなのか随分混乱しました。

「リアル」って大切だと思いましたが、

私たちが向き合う分野、即ち災害対策、

食料自給、そして工事現場などに目を

移してみると、分かりづらいリアルや

ハッキリしているリアルなど色々ある

なという気がします。

● 災害対策に関しては、ハザードマップ

に浸水予測区域等がかなりリアルに示

されているところですが、一般の人に

は分かりづらかったり、受け入れたく

なかったりするかもしれません。しか

し一人一人が自助の根幹として、新築

や引越の際に正しく理解し、危ない場

所を避けることが、自らの大損害の予

防に繋がります。そしてその個々の適

切な判断が積み重なっていくことによ

り、より災害に強い国土が少しずつ形

成されていくのではないかと思いま

す。我々が携わる公助や共助即ちハー

ド整備や災害時のボランティア等だけ

では到底手に負いきれません。

●  食料自給に関しては、カロリーベース

で4割弱と凄く低いわけですが、さら

にその農業生産を支える燃料や資材の

相当部分を輸入に頼っているわけなの

で、非常時に実際に国内で生産できる

リアルな実力となるともっと凄く低い

ということになると思います。ただそ

れだからこそせめて農業農村整備くら

いは最優先で推進しなければならない

と言えるのだと思います。

●  工事現場に関しては、正に会員企業が

日々ハッキリとリアルに対峙している

ものであり、その実力、実績もリアル

に評価していただいていると思いま

す。今後も施工やECI以外にも活躍の

領域が益々拡大されることを祈念しま

す。

（穏）

　「リアル」の見方、活かし方

土 地 改 良 　
第333号

令和8年4月15日　発行

「土地区画整理事業から見た土地改良事
業」を読んで
　圃場整備事業を担当した際に、土地区画
整理事業と排水先や残土（農地表土）受け
入れ調整を行った経験があり、同じ区画整
理事業で共同減歩等もありながら、農地と
宅地等の整備で性質の違う事業であるとい
う印象を持っていました。土地改良法の制
定時にGHQの意向により組合設立が認め
られなかったことは興味深かったです。ま
た、事業合意要件に係る三条資格者の人数
緩和と面積要件追加及び圃場内宅地対策等
は、現状に合致した提言と思いました。

宮城県　50代男性　地方公務員

「食料・エネルギーの地産地消に貢献す
る」を拝読させていただきました。

　日本は国土の7割を森林が占め、その活
用がうまくいけば、日本のエネルギー自給
率の向上、地方の産業の活性化などの課題
解決に大きく貢献できることから、森林を
抱える地域では行政や森林組合等で同様の
取組に挑戦している方々がいます。しかし、
記事にもありました課題を抱え、採算や運
営にご苦労されているとお聞きします。今
般の建設会社など多様な方々がスクラムを
組んで、持続可能なバイオマス発電のモデ
ルケースを構築いただき、面的に広がるこ
とを期待しています

岩手県　60代男性　会社員

「新人技術者から見た現場」 

　久しぶりに「土地改良」誌を拝読する機
会があり、「新人技術者から見た現場」に
興味を惹かれました。このような寄稿の企
画は過去にもあったのでしょうか。ちょっ
と記憶にありません。気付いていなかった
のであれば申し訳ありません。建設会社の
新人職員が自社の他現場の職員にインタ
ビューする、とはユニークな企画だと思い
ました。インタビュー後の感想で「現場の
見方が大きく変化した」と語っておられま
すが、若手技術者の育成にも貢献する協会
の企画を応援しています。

 東京都　60代男性　地方公務員

「木質バイオマス発電による地域社会へ
の貢献」を読んで

　記事を拝読して、木質バイオマス発電は、
未利用資源を活用した地産地消型電源であ
り、地域の方々の雇用機会の確保や森林の
公的機能の維持・向上など、様々な効果が
期待できる反面、発電所を安定的に運営し
ていくためには、多くの課題があることも
わかりました。事業を長期的に継続するた
めには、企業のご努力は大変なものだと推
察しますが、ぜひこの先進的な取組を成功
事例としていただき、同様の取組が全国に
広がっていくことを期待します。
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編集者／発行所

一般社団法人　土地改良建設協会
〒105-0004 東京都港区新橋5丁目34-4　

農業土木会館
TEL 03-3434-5961
FAX 03-3434-1006
http://www.dokaikyo.or.jp/

インタビュー及び取材記事等は編集を
加えており、文責は当協会にあります。
また、農林水産省職員の投稿文の内容
や意見は、執筆者個人に属し、同省の
公式見解を示すものではありません。

デザイン・印刷　株式会社ひとみ

本誌からの許可無き転載・複製を禁じます。

〒105-0004 港区新橋5-34-4　土地改良建設協会「くろすおーばー」係
メールアドレス　jigyo@dokaikyo.or.jp

宛て先

Present

くろすおーばーcrossover
協会会員企業の関係記事

本誌「土地改良」へのご意見、ご感想をお待ちしております。
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　官製はがき又はメールにて、本号の記事の中
で面白かったもの、興味深かったものを5点以内
で順に表題名をお書きいただくとともに、ご意
見、ご感想を200字程度でおまとめ下さい。また、
住所、氏名、性別、年齢、職業、勤務先、電
話番号をお書き下さい（掲載の際には、都道府
県名、性別、年齢、職業までを表記させていた
だきます。また、文意を変えない範囲で、当方
の判断で文章の量を調整させていただきます）。
　ご感想等を掲載させていただいた方には、毎
回もれなく全国各地の名品を贈らせていただき
ます。次回掲載分については、「日本三大和牛　
米沢牛の切り落とし　600g」をご用意してお
ります。［5月末日締切］

日本三大和牛
米沢牛の切り落とし

600ｇ
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